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アメリカにおけるオウエンとオウェン主義者たち

も規則もなく，全く個人主義的原理によって運営され 

た。それは約100人の住人と小さな木工場から成り，

20年存続した。ウォーレンはさらにロング*アイラン 

ド島にModern T im e sという共同体をつくり， これ 

も20年ほど続いたが，南北戦争後資本主義が安定する 

に及んで，幾分協同組合的傾向をもった村に変わった 

ようである。彼 の “個人主権” 原理は，イギリスにお 

い て J . S .ミルの注目をひき，そ の 後 Stephen Pearl 
A nd rew sと Lysander Spoonei，がウォー'レ.ンの後継者 

となり，彼らは奴隸解放，女性解放にも貢献している。

こうしてウォーレンは，アメリ力の歴史において， 

最初の本格的なアナキストであり（ペインやジュフブス 

ンはもちろん本格的なアナキストとは言えない)， ウインス 

タンリ以後最初のアナキざム社会の実験を行ない，プ 

，ルドン主義の先駆であり，奴隸解放，女性解放にも思想 

'上の影響をもたらしたといえよう。その著書には，次 

のものがある。Equitable Commerce, 1846. Practical 
Details in  Equitable Commerce, 1852. '

Frances W right (1795—1852)
；: 彼女の父は自由主義者で，ペインの「人間の権利」

を回覧しフランスの政治論を翻訳した。彼女は2 歳半 

で両親を失い； 全ぐの独学で学んで18歳の時にはュ 

ピクロス哲学擁護の小説を書いている。アメリカの歴 

史，特に革命史に興味を持って，1818年妹とケメリカ 

へ向かい， 2 年間滞在，その時の手紙はVieto of So­
ciety and Manners in  A m e r ic a として出版されてお 

り，ま た 如 . / という悲劇を書いて上演された。1821 
年から..24 年にかけてパリにあってL a fa y e tteら自由 

主義的指導者と交わり，24年に奴隸問題を解決せんと 

.アメ..リ.力へ戻り，Nashoba川のほと，りに土地を買っ 

て黒人奴隸を住まわせ，自出を得させようとした。こ 

の企ては，土地が惡く黑人は怠惰となり’彼女自身も病 

気となり挫折，ヨーロッパへ戻ってその時シヱリ夫人 

(ウルストンクラーフトの娘）と匁丨り合って手紙を交換し 

ている。 それによると，"愛情が唯一の結婚となり， 

親切な感情と行為が唯一の宗教となり, 他人の感情と

自由の尊重が唯一の制約となり，利益の結合が乎和と 

安全のきずなとなるような社会の建設の趄礎を置く ” 
ことに没頭したと言っている。アメリカへ戻てニュ 

一 ‘ハーモニィへ入り，オウエンの影響を受け，また 

R. R オウェシと協力してI829年 1 月 に Free Inquirer 
誌を発行，離婚法，富の再分配，工芸教育などを主張， 

以後各地で演説L て奴隸解放，女性解放の先駆者とし

て活動した。ニュー • ハーモニィで知ったPhiquepal 
Darusmontと 1 8 3 8年フランスで結婚し1 女を得たが， 

後に離婚，晚年は病気がちで不幸だったようである.。•

..ニュー ‘ ハ 7 モニィ.関係の資料•文献

The New-Hai'mony Gazette, v o l . I —III, O c t . 1， 
1825—Oct. 2 2 ,1828.

The New Harmony and Nashoba Gazette, or The 
Free Enquirer^

Paul Brown, Twelve Month in  New Harmony: 
Presenting a Faithful Account of the Principal 
Occurrences which have taken Place there within  
that Period，1827.

George B. Lockwood, The New Harmony Movement, 
N.Y., 1905.

Frank Podmore, Robert Owen, a Biography, 1906, 
reprinted 1923. Chap.13 ,14 .

Nora C, Fretageot, Historic Ne w Harmony, a Guide, 
new ed_, 1923.

Caroline Dale Snedeker, The Town of the Fearless, 
N.Y” 1931.

The New Harmony Story, 3rd ed., 1959. Account 
of a Sodiety at Harmony, taken from . Travels in  
United States of America, in  the Years 1806 and 
1807, and 1809, 1810, and 1811, by John Melish.

Arthur Eugene Bestor, Backwoods Utopias; the 
Sectarian and Owenite Phases of Continunitarian So­
cialism in  America, 1663-1829, Philadelphia, 1950.
. Frank Thistlethwaite, America and the Atlantio Com-

注(19) “それからまたウォーレンという毛色の異なったアメリ力人が「個人の主権j とい5 ことを驻礎として一つの社会 

組織を組み立て，多数の同志を得て，实際に一つの村落丼同知をつくりあげることに箱手した。 （もっとも私は，それ 

が今日でもなお存在しているかどうかは知らなV、)。それは皮相的には，社会主義者の計画のあるものに類似した点も 

あるようではあるが，主義においては，それと全然正反対のものである。と言うのは.それはすべての個性に対して発 

展の均山を平等に強制すること以外には，個人に及ぼす社会のいかなる強拖も，一切認められていないからである。‘“ 
• •.私はウォーレン主義者から，r個人の主権j とV、5用語を借州したこともあった。” J.S. Mill, Autobiography, Long- 
mans ed,, p. 147 .西本芷美訳299ぺイジ,

(20) “彼女の計圃は，協同主義をオウエンから，組人解放©想をGeorge Flowerから得た， W.H.G. Armyta执 op. 
, cit‘, p. 222. Cf. A. J. G. Perkins and Theresa Wolfeon, Frances Wright: Free Inquirer, 1939.
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アメリ力におけるオウエンとオウエン主義者たち

munity: Anglo-American Aspects, 1790-1850, N.Y„ Marguerite Young, Angel in  the Forest, 1945, m \r  
1963. t ed., 1966.

William E. Wilson, The Angel and the Serpent, J. f \  C* Harrison, Utopianism and Education: Robert 
Bloomington, 1964. Owen and the Owenites, 1968*

Irving Leibowitz, My Indiay 1964, (経済学部教授) .

回 帰 分 析 の 方 法

主 成 分 分 析 の 応 用 -

佐 藤 保

( 1 )

これまで筆者は同一の簡单な資料を用いていろV、ろ 

な計箅を行なってきたが，ここではその続きとして， 

主成分分析（principal components) の計算を行なってみ 

る、資料は

、 表 1

セメントの生產贵， Y2= セメントの偭格, • X i= 総役 

資Sh X2= 石炭価格指数（原材料倫格，あるいは生産コス 

トの代Jfl)， x 3= セメントめ容赀（セメントの生.pK能力）， 

Y =内虫変数，x = 外生変数

方程式は

( 1 ) Yi =  a# +  aiY2+ a 2 X i■ . ' . . . .

(2) Y i—6« +  6iY2 +  62X 2 +  63X3

⑴は需要凾数を示し，⑵は供給凾数を示す。今日計測

の際使われる方法として，ニ段階最小自乗法が用いら

れる場合が多いが，あるいは他の方法にしても，同時

方程式体系の場合， その方程式（例えば⑴）に入っ:G
いる外生変数（こ 場 合 X , ) だけでなく， その式かも

は除外されている外生変数を含めて内生変数の係数を

推定することにする。ここに問題が生ずる。この点に ( 1 ) *.
ついて，T. K lookと L. B. M. M ennesの述べている

ところ女少し引用してみよう。

(1；1 ) y = Y r + X ^ + u
(1.1) は同時方程式体系の一部である線型の関係式で

ある。ここそ女は説明さるべき結合従興変数につ^、て

.のT個の観測値の列べクトル，Y は饥佃の説明さるべ

き結合従属変数についてのT 行m列め行列， 兄 は し

個の先決変数についての観測値のT 行 / 列の行列，r
と0 は推理さるべきパラメータ一- ^クトル，u は攪乱

項の列ベクトルである。全体の体系は4过 先決変数

を含むと仮定される。 観測値はT 行 A の行列X で示

される。そこで

(1.2) X = [X ., X*]
と_ くことができ，X 2 は T 行 （メ一0 列の先決変数の

観測値の行列で体系の中に入ってはいるが, （1.1) か

らは除外されているものである。

その方程式が識別可能（identifiable) でなければ

Yi y 2 x k X, x3
昭和27 7096 ,8330 1163.5 100.0 9241

28 8741 8250 1505.1 95.3 10575
29 10640 8000 1507.6 90.8 12834
30 10519 7697 1469.0 88.1 16230
31 12969 6497 2044.9 90.8 175i4
32 15107 7000 2684.3 97.6 18696
33 14904 6700 2665.3 95.7 21408
34 17169• 6300 3263. 2 91.4 23148
35 22425 6700 4339.9 ；88.4 29020
36 24484 6000 5985. 2 86.6 31200
37 28662 6350 6534.6 84.9 35568
38 29766 6275 7083.5 82.2 43200

注⑴ T. KlOek and L. B. M. Mennes, Simultaneous Equations Estimation Basdd on Principal Components of Predeter­
mined Variables. Econometrica. V o l.28, N o .1 , January "i960, p. 45-62.
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らである。そしてこの行列の逆行列が構造方程式のパ 

ラメ一 ターの推定に補助的役割をも つ 誘導形の攪乱項 

の推定に対して必要である。しかしもしd < T として 

もその状況はなお困難である。なぜなら誘導形の推矩

(1 .1) パラメータ一を推定することは不可能であるこ 

とはよく知られている。そしてそれは

(1.3)
ということを耍求している。

^の不等式は小さなモデルに対しては制約をあたえ 

るが，大きなモデルに対しては全然制約とはなりそう 

にもない。 しかしその代りに大きなモデルではまった 

く別の種類の困難が起こってくる。

これをみるために最初に簡舉な需要供給の体系を考 

免る。

(1.4) 9 = a 0+ai7j +  a2M +  W i (需裂） ン

Q=(^o+Pip +  7lt (供給）

ぐは売買の量， P は価格，Mは購買渚の所得とする。 

Mは外生変数， p と丨は内生変数と考える。常数を時 

間について一定の外生変数の係数として考える。その 

とき需要方程式においてはyl =  2, m +  / =  3 であり， 

供給方程式においてはm  +  l =  2 である。 それ故需要 

方式は識別されなV、，そして供給方程式は適度識別 

(just identified)である。 しかしより大きなモデルを考 

える時，先決変数A の総数はモデルの大含さに比例し 

て （むしろより急速に）大きくなる。 一方個々の方程式 

で推定されるべき# 数の数(m + 1)は通常4 ぐらいであ 

り，大部分の場合5, 6 より大きくなることはない。第 

1 表で三つのアメリ力経済のモデル，クライン（Klein) 
のモデルI ，モデルm と，クライン.ゴールドバーガー 

(Klein and Goldberger)のモデルをとりあげ，方程式の 

数，いろいろな方程式で推定される係数の中位数と最 

大数，’先決変数の総数， （そ•れは，现時点の外生変数，遅 

れのある外生変数，遅れのある内生変数に更に分割される）

が示きれる。このような方程式に対する過少識別（un- 
deridentiftcation)の機会はほとんどない。（識別に対する 

ランクの条件は考虛されてI 'なL、。なぜなら実際的な茁耍性 

が小さいからである。） •
しかしこの表はまた推矩が甚礎をおいている観測値 

T の数よりd が大きくなるかもしれないことを示して 

いる。これは重大な問題である。なんとなればそれは 

先決変数の变動行列が特異であることを合んでいるか

における囟出度（Tーバ)の小さな数は結果された推楚 

値の質を恶くするであろう。 . 、

このような場合の通常の手続きは方程式の中に入っ 

てこない先決变数のいくつかを考慮の外におくことに 

よって先決変数の集合の部分集合だけで推定の莶礎と 

十ることである。 （1.1) の意味ではこのことは推定は 

w と X のすベての列の直交性に基礎をおかずにX =  
DG，X 2] で ；X2のいくつかを除去したX の部分行列の 

列とu の直交性に蓮礎をおくことになる。この手続き 

は適当な仮定の下で一致推定値をつくりだすことが示 

しうるけれども，それはニつのかなりの不利益をもた 

らす。 '
第 1 はこの接近方法は結果された推定量の標本分数 

を最小化するという意味において最適ではない。第 2 
にこの接近方法は一義的ということからはほど遠し、。 

例えぱもし ._/(=28 (これはクラインのモテ*ルmに対佑す^>). 
で 卜 3 としよう。 そしてもし方程式の中に入ってこ 

ない3 個だけの先決変敫だけを使用しようとするなら 

ば，'これは( f )  =  2 3 0 0通りの方法がある。 もちろん 

この数は（クラインがそれを減少させたように〉体系を部 

分的な体系に分割することによって減少できる。部分 

的な体系の中の各方程式の推定はこの部分的体系の中 

に入っている先決変数に基礎をおぐからである。 しか 

しなお可能性の数は大きくのこっている。

第 1 の点は除いて，、鬼2 の点，すなわち， もし先決 

変数の全部あるI 、はそれに近I 、数を使えば，自电度の 

減少から，係数の不安定性，多重共線性が起こること， 

これを避けようとすれば組合せの数が多すぎ，またな 

にを諶準にして除外ずる外生変数の数をきめたり，ど 

の組合せをとったりするかにも問題が生じよう。そこ 

でクロークとメンズは芏成分分析をとり入れようとす 

る。..主成分分析の方法はチントナ一：(T intner)のエコ 

ノメトリックスにあるので以下にのせておくが，その

表 2
モ デ ル

— …… 、

方程式 
の数

m 11 先 決 変 数 の 数
T

中位数 最大数 . 现時点の 
外生変数

避れのある 
外 生 逆 数

避れのある 
内 生 彼 数

A
ク ラ イ ン I 6 4 . 4 5 0 3 8 21
ク ラ イ ン m 16 4 6 14 4 . 10 28 21クライソ*ゴールドバーガ一 19 4 5 19 0 12 . 31 18
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主皆となるところは，多くの先決変数があるとき，例 

えば今の例でT = 21 とすれば， 実際に誘導形に入る 

先決変数が5 個以上になれば_ 資料の場合ほほ‘確実 

な多重共線性の問題が起きてくるであろう。 それをさ 

けるために, 例えば先決変数8 個とすれば，その系列 

より，それを代秦する主成分をとりだして，（多くの場 

合は1個か2 個とれば充分である）それによって8 個の系 

列の代表値とする。こうすれば先決変数の数を大幅に 

へらすことができて，その意味で多重共線性を回避す 

ることがセきると考炙られる。

クロー クとメンズはいろいろな方法を用いている。 

⑴ 制 度 変 数 (instrumental variables)として主成

分を使9 たニ段階最小自乗法，

⑵除外された先決変数の主成分を使う方法，

‘⑶若干の最小自乘回帰の現実の主成分を使う方

法 ： '
< ⑷除外させた先決変数の主成分に対して変形を

ほどこした上それを使う方法

(5)すべての先決変数の主成分を使う方法

(6)⑸で求められた主成分を変形して用いる方法 

をあげている。そしてクラインのモデルI に対して応 

用を試みている。 .
ここでは先にあげたセメントの需給方程式に対して， 

ニ段階最小自乘法を用’いる時の，先決変数すべてを用 

いる場合の主成分の佑用を行なっ てチよう，その前K  
チントナ一による主成分め計算方法をあげてオi 2く〉。

(2)

標準化された変数れ，……，zp の集合をより遨本的 

な変数の集合奴,，……，up によって置き換えようとす 

る。 ’
• isii—Kuiii +  KizWzH—

( 2 . 1 ) 丨…     ...
Z p=K PiUi + K p2% +  + K PPUp

氓!，.......》，《p は主成分 （principal components)である。

それは直交している。すなわち2 ? ゅ抑ニ0 ( i中j )  kij  
は常数である。U i をもとの変数。 間の相関で西び示 

す。

(2.2〉 Av^K iiK ji-ト Kf2K_/2 +  十ぬボ介
(r</ は “ 問の相閲> {i, j = l t 2 , p)

(2.3) S,— Ki,-2 + K 2i2+  -•••■+ K P, - ン

( ^ l , 2, ••…•, j>)

S i はすべての檩準化された変数“の分散に対す名 

名•番目の主成分術の寄与を示している。

条件⑵の下で最初の主成分の寄与を最大ならしめよ 

うとする。

(2.4) S, =  S  Kn2 
次の形の凾数をぅくる。

(2.5) F = 2 K i 2丨一f ]  2  2  u；jK isKjs .
u n はラグランジュの乘数である。K!,, Kル ……，Kpl 
は.最初の主成分の係数である。K“ について偏微分し 

てあと整理すると， ’
(2.6) S  K / i  -  U  S  UifKivK^ -  0

- U  fl? tiiK .iK is= 0  ( s - 2, 3, - , ^ )
この体•系の中の各方g 式に K i ,を乗1；て i について加 

えると次の式をうる。

(2 .7 ) S K i i 2- i )
V P—Xj S  ~ 0 - (s^^, 3, -•‘，p)

( 2 . 6 ) における最初の方程式から§ 叫 Kn-OKハを

「 ■
得る。また习仄バニんニムとおくと，

( 2 . 8 ) .ふ一2 K ノ = 0  ' .， 、

p KjiKys= 0  (s=2, 3, •• •,?))
この体系の中の各方程式にKんを乘じて，d にづいて 

加える。 '
(2. 9) m - H  S  KjxKjJCi^Q 和  m )

( 2 . 2 ) を用いるごとJ fよって体系は次のよう^:書け ;^
ICn +?,i2K2i-H-----  +ripKpi = ンiKu

?'ipKu+r2pK2i-h ■+Kpi r=)iK pi
この線型の同時方程式体系はもし次の行列式が0 に等 

しい場合のみ0 以外の解をもつ„
(1—/ l ) ri2    Tip

(1一ん）
(2. 11) ri. r2l =0

(2.11)の最大根が標準化された変数の大部分を説明ず 

るところの最初の主成分と結びついている》このこと 

は （2 .8 )の最初の方程式から結染している。最初の主 

成分の係数は線型の方程式体系（2 .1 0 )から計算-され 

る。 ，

次 に ( 2 .1 1 )の行列方程式の第2 の最大根を計算す 

る。 の代りに (2.1 0 > の中にこの根を入れて，最初 

の主成分が除去された後に標準化された変数の分散を:

注⑵ G. Tintner, Econometrics 1952. John Wiley, p. 102-114.
 3 5 (8 2 1 )
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回掃分析の方法

最も多く説明する第2 赉目の主成分を則算する。以下 

つづけてゆく。

次に変数Z iの集合をニつの部分からなるものとす 

る。 f W + レ m / は “興の値”あるいは数学的期 

待値そしてy，は擅乱項である。この考えは重みをつ 

けた回帰 （weighted regression) の方法と密接に関係し 

ている。提乱項（確率誤差明）は同じ分散び2 をもち互 

V、に独立で、ある。次の線型函数，u = K lZl + K 2Z2 + …… 
+KPzPを見出そうとする。このことはK ^ + K ，十… 
- + K P2 に比例している誤差項の分散が最小になり，

しかもt tの分散は1 であるように選ばれなければなら 

ない。ガーシック （Girshick) はこのことが前め方法を 

導くということを示した。（11)の行列方程式の最大根 

スを選ばなければならない。 もしK a の第 2 の添字を 

はぶくならば，以前と正確f c同じ解をうる。この二番 

目の解決は計邊;経済学の研究において最初のものより 

ももっと有効であったかもしれない。

次の式を最小化すゴ。

(2.12) (T22 K i z
ゲは独立な確率誤差y / の分散である。u の分散は1 
でなければならないという条作は

(2.13)

と 書 か 踩 。1
ラグラ 'イジュの乘数ft 

を導入して新しい凾数形 

を'O ぐる。

(2.14) ‘ * 印は有意水準1% で宿意 .
F = a 2 S  K i2- f i  U  S  K i K j n j

1 0 について偏 微 分 し て パ と 傲 く と ，再び 

( 2 . 1 1 )  'の体系を得る。ここでK ,-は今は第2 の添字 

がなく書かれている。それ故，（2 .1 1 )の行歹IJ方程式が 

みたされなければならない。行列方程式（2 .1 1) の最 

大根が再び選ばれる。

最後に線型の凾数を決定する。最初の標準化された 

W A む, む，……，U pと共に， 奴のすべての相関係数 

の自乘和が最大〖こなるように，係 数 を 決 定 し よ う  

とする。西びu の分散は1 でなければならないという 

条件を用いる。このことはもし(2 .1 0 )における第2 の 

添字をおとし，そして(2 .1 1 )の最大根をとるならば， 

铒ぴ以前の力法を蹲く。

今次の式を最大化しようとする。

(2.15) T = U ( f j K ダ•ず

これはすべて標準化された変数む， ，知と共

tこ指数 w = K ぬ + K % 十‘… .- + K A ’ の相関係数の自. 
乘和である。この指数の分散は1 でなければならない 

という条件は再び(2 .1 2 )で示される。

新しい函数形がつくられる。.
(2.16) G =  S  (Zj 2—  ̂2  2  KfKj-ri j

ここで.スはラグランジュの乗数である。

( 2 .1 6 )をもについて微分して， その鲒來を0 と 

置くと， し

(2.17) S  2  K，パれ厂ノ 2  K のs= 0  ( s - 1 ,2 ,…，j>) 
[rり] を相関行列 [r,v] の逆行列であるとする。この’

行列の要素を乗じて加えるC とによって(2 .10 )の体系 

に類似した方程式体系を得る，

以上がチントナ一の説明であるが，ここでは主成分 

の求め方と，それを用いた指数のつくり方が述べられ 

ている。この方法を用いて先にあげなセメントの需要1 
供給凾数の場合に佑用’してみよう。

： ( 3 ) . ,

まず相関行列は次のようになっている。

先の主成分分析の説明で（2 .1 1) 式で固有极を求めた 

ならばノーマライズの条件として，

(3.1) Ku 2 +  Kノ+ K 312十…“.十 Kノ = 1  
としてこの際の固有ぺクトルを求めることにする。

ニ段階最小自乘法では内生変数1 を直接方程式に 

入れることは蜇ましくないので，あらがじめ外坐変数; 
で推宛を行なう。すなわちこの場合

(3.2) ^2~GoH-aiXi+«2X2 +  tt3X3
と求めて，との f  2 をもとの方程式に入れ，

(3.3) Y i — Co +  6i^  +  C2Xi +%i
Y i= ぺ。+6?1令2+  <̂2X 2 +  ゐ X 3+M2 

としてパラメーターを求めるわけである。 しかし先に 

述べたように- ^2 =  ao +  ttiX i+  a 2X 2-I-ftjX3 としたと 

きに，外生変数間に多ffi共線性があると困るわけであ 

る》これをさけるために，主成分をとりだす。この場 

合闽有べクトルは3 ■個になるから， これを « 1 ,Ot2, a  3.

X, x 2 x 3 Y t y 2
X i 1.00000000 —0.54398195 0.94679313* 0.97339518* —0. 80120823*
x 2 -0.54398195 1.00000000 —0.62157664 -0.59230707 ； 0 .48521498
x 3 0 .94679313* — 0 .62157664 1.00000000 0 .98568452* - 0 . 88180014*
Yi 0 .97339518* —0.59230707 • 0 .98568452* 1.00000000 - 0 .  85186380*
Y 2 0 .80120823* 0 .48521478 - 0 .  88180014* - 0 .  85186380* 1.00000000

3 6 ( 5 2 2 ) —
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上して示せば， ，

(3.4) 1 、

という条件を使って一般にa-Aを求める。これが求め 

られたら，もとのX と結びつけて ヽ •
(3.5) fh ~X ah  

をつくる。この場合

'X u  Xn X 3, *0*1' V i 、
(3. 6)

-入  HO X«10 X3i0-
az

L 0*3- */io-
.となり主成分（この場合は第1主成分のみを使ったわけで 

.あるが）をもとにした新たな系列/ をつくることがで 

きる。この / をもって X ,, X 2, X 3 の 3 個に代わるも 

めとして使う ,ことができるわけである。

(3.7) Y 2 =  6o+  & ./+ «
として t 2 を求めれば， f 一^^であるがらその意味で 

多重共線性の危険はない。 もし第2 主成分までを使う 

ことにすれば f u ム り 2 個を使うことになる。 そし 

てとのよ3 にして求めた f  2 をもとの式に代入して， 

これを令 / で示せば，

(3.8) Y, =  coy +  ci/Y2/ +  C2/X i+ «
4- ^ X 3 +  ̂

*としてパラメ一ターを求めることにする。

まずX の相関行列から固有根を求めるため

(3 .9)
1.00000000 —A -0 .54 39 8 1 95  0.94079313

-0.54398195' 1.00000000- X -0 .62157664
0.94679317 -  0.62157664 1 .00000000-^

= 0
.を解くのであるが，その前に先の

(3 .10) Y 2 =  ao +  aiX i + a 2X 2 + a 3X3 +  W 
•を求めてみよう。 ，

•その結果は，，

(3 .11) ’
Y 2 = 11792. 4 53 + 0- 2126511 0 X i - 2 4 .890060X2 

(4620. 8092) (0. 32278997) (45.450124)
《2. 5520320》《0.65879091》 《0.54763458》

-0 .1 53 25 1 10 X 3  
(0. 071739385)
《2.1362198》

重 相 関 係 数 R - 0 . 89363691； '
自 由 度 調 整 後 83539236

( ) 内は係数の標準-誤差，《 > 内は丨の値，丨丨丨由

差 6 の t f  t i の 5% 点は 2. 4 4 6 9であるから， 係数に

っいてはいずれも有意水準5% で有意ではない。係数

め符号についても，X i と Y 2 の雄相関はマイナスであ

るが，偏相関はブラスに変わっている。X 2 とI の車相 

関はブラスであるが偏相関はマイナスに変わってい名。 

X 3 と Y 2 との符号は変わっていない.が，これからみ 

ても多蜇共線性の危険はあるといってよいであろう。 

そこで先の行列方程式から固有根を求めると，

( 3 . 1 2 ) ふ= 2 . 4241720，ム= 0 . 52768853,
ム= 0.048139728

最大根はム= 2. 4 24 1 7 ? 0である。

そこでこのんの値を使って，m 2 + め2+  « 32= 1 とい 

う条件の下ゼ固有ベクトルを求めると. 、

(3.13) «1=0. 60363409
ぬ= —0*50117973 
a3= 0. 62C03624

となった。この値を用いて / A =  X ぬを求めると，

(3 .14)

6381.9650 
7417. 6504 
8822.0767 

10905.772 
12048.178 
13163.616 
14834. 638 
16276. 568 
20568.858 
22914.598

となる。これを先のY 2 の値と対比して，

(3 .15) 'Yt = bo-\-bif + u 
として，これを求めると，

(3 .16) Y /= 8 9 7 2 .  8 0 5 0 - 0 .13690479/
(383. 32414) (0. 026811096) 
《23. 407878》C5.1062735》

係数はあきらかに有意である。 ■
(3.17) r = -0 .8 7 4 7 6 6 8 7  '

, 自 由 度 調 盤 0.85782818
相関係数もあまり違わない

(3 .18)

む

8099.0834 
7957. 2931 
7765.0204 
7479. 7525 
7323.3517 
7170.6429 
6941.8719 
6744. 4648 
6156. 8298 
5835. 6867

37 (卿 )
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.となる。この値を用いて，

(3.19) Yi =  co +  Ci^2/ +  CjXi +  u j 
(3, 20) Y y ^ d o + d ^ + d tX 2 + d 3X 3 +  u,

を求める。結 银 は .
(3.21)

Y, =  52064. 4 1 6 -5 . 6 3 42600f/+ 0 . 98065500Xi 
(10202. 328)(1.2133095) (0. 59235632)
C5.1031922)C4. 6 4 3 7 1 2 0 )《1.6555153)

R =0. 99354602 自由度調整 0.99169435
Y ,= 156038. 28—17. 3 0 4 5 0 0 t/+ 8 . 0649000X2 

(61561. 301)(6. 5935579) (76.838117)
《2. 5346813》《2. 6 2 4 4 5 5 6 )《0 .1049M62》
- 0 . 98472000X3 、

(0. 69339833)
Cl. 4623142》

R = 0 .9 9 3 5 1 5 5 1 自山度調整 0.99025728
この結果をニ段階最小泡乗法の結果と比較してみようt

(3.22) Yi =  3 1 9 9 3 .5 1 8 -3 .2 6 8 4 0 t 十 2 .1 6 7 8 H
(L 3896165) (0. 69306376)

R - 0 .  9665
Y ,=  - 78983； 355+ 6 .769584t2 

(7. 7681373)
+  174. 9051X2+'l. 518458X3 
(274. 95572) (0. 86173757)

R = 0. 8961
需要方程式についてはかなりの一致がみられるが，供 

給方程式に関しては大幅に異なっている。主成分によ 

る方法ではY2 の係数がマイナスに変わっており，X 2 
の係数が非常に小さくなっている。 もともと他の方法 

を用いてもX?の相関がひくいので有意にはでていな

い。

昭 和 37, 3 8 年の予測を行なってみる。

需要方程式にあてはめてみると，

( 3 . 2 3 ) 昭 和 3 7 年 226ぬ 」

昭 和 3 8 年 24393
となる,

供給方程式にあてはめてみると，

(3.24) 昭和 37 年 27978 
昭 和 3 8 年 11543 

実際値は , .
昭 和 3 7 年 28662 
昭 和 3 8 年 29766 

となっており，ニ段階最小自乘味による値を使ったと 

きは，

需要方铤式では 

(3. 25) 昭和 37 年 25405 
‘ 昭 和 3 8 年 26840

供給方程式では 

(3. 26) 昭和 37 年 32861 
昭 和 3 8 年 43470 

となづていた'。 ,
この結果からニ段階最小自乗法が，需惡方程式から 

は過小，供給方程式からは過大となっているのに対し 

て主成分を使った方法は，.両者共過小，特に供給方程 

式 の 3 8 年は大teに小さくなっており，あまり意味の 

ない数値となってしまっている。これは係数の符号が 

通常の意味と異なってしまっていることに掃因すると 

考えられる。この限りではこの計算における主成分分 

析の応用はあまりよi 、結果を生まなかったといりても 

よいであろう。

Y2 との相関ぱ蜇相関に等しいから 0.89363691 
であり，Y2 と令2’の相関は 0. 87476687 ( / との相聞: 
のときの符号•が変わることに注意）であったがらあまり違 

わないが，結果においては大きな相違をもたらして： 

予測値にづI 、ても大きな遠I 、となってあらわれた。こ 

れは一例であるが，主成分分析を用いるとき丨こ注意し 

なければならない点であろう。 (3, 21)(3 , 22) O Y ,ば 

Y >とすべきであるがみやす^、ため Y ,とした。

(経済学部教授）
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日本帝国主義下における「満州」への中国人移動丨こついて

一 一 「満州国」成立以降における対満中 _ 人移動政策史- —— .

日本帝国主義下の植民地「満州」 （中国衆北部一 以下, 
たんに満州と記す）について，最近若干の注@すべき研 

究が発表されはじめているが，その研究課題の重要性 

に比して，研究が著しく立ち遅れていることは否定で 

きない。1945年以前の日本帝国主義による植民地支配 

の構造を解明するには，満州の植民地支配を歴史的•具 

体的に明らかにすることが必要であるにもかかわらず, 
その研究は植民地朝鮮.台湾にかんする研究よりも遅 

れている，というのが現状なのである。とりわけ，力 

イライ政権「満州国」成 立 （I932年3 ; D 以降の満州 

を対象とした研究はきわめて少ない。本稿の目的は， 

中国関内，〜主として華北から満州へめ中国人移動にた 

いして， 「満州国」成立以降，いかなる政策が展開さ 

れたかを，歴史的 • 具体的に明らかにすることにあり， 

したがって入満した中国人労働者の状態についての考 

察は，本稿の範囲外におかれている。そ し て ,「満州 

国J 成立以降関東軍によ'って主導されたこの対満中国 

人移動政策は， 日中戦争勃発（1937年7 月）を契機と 

して， ョリ組織的•統一的な国家権力によって主導さ 

れるようになり, その政策内容•も，中国人入満制限政 

策から積極的導入政策へと180度の転換を^ :したので， 

本稿においても， 日中戦争勃発以前と以後の2 つの段 

階に分けて考察をすすめることにしたい。

I  「満州国J 成立以降田中戦争勃発以前にお

ける対満中国人移動政策の展開

松 村 尚 夫..* ■ . ■

中国人の対満移動にたぃして， 「満州国ン成立以降 

日中戦争勃発までの時期には，関東軍の主導によ？)治 

安維持の観点にたつ政策が先行し，一貫して入漓制限 

政策が追求されだことが, まず指摘されねばならなぃ4 
そして, その入満制限政策は， 労働政飨立案機関=  
「労働統制委員会j の関東軍内への設置，移動制限政 

策実行機関= 大東公司の設置，さらにその法的根拠ネ 

「外国労働者取締規則」め制宠とぃうように，次第に 

強化されていったのである6
I 933年 9 月 5 日の関東軍特務部速合委員会において， 

「全満の労働統制のため其の協議機関として労働統制 

委員会を特務部に置く j ことを基本方針とする「労働 

統制委員会設置案j が可決され,同年10月2 0日，関策傘 

特務部内に労働統制委員会が設置された。こq 委員会 

は，特務部長 (小礎国昭）が委員長となり, .関柬軍(参 

謀部，特務部；経理部) , 満州国政府 (眾政粜業部^外交 

部，交通部) , 朝鮮総督府， 関栾庁，満鉄，技術協会, 
土木協会などの27名の委员から構成され，かくして 

係機関総動員のもとで，関®苹主導による労轉統制政 

策の立案作成が開始されたのぐe ある。 .
この労働統制委員会設置に先だって，関鬼軍は,.中 

国人労働者の入満制限を越調とする労働統制政策め立 

案作成を，蹿鉄経済調査会に督促してぃた。すなわち， 

33年 6 月 6 日，関東軍特務部長小磯国昭は，経済調鸯 

会委員畏十河信ニ宛に， 「目下貴方に於て調迹立案 

中の満州国に於ける外人入国収飾，帰順匪賊及栽兵の 

処理等に関聯し緊急の要事と被#:に付取急完成の上送

注（1 ) 般近の満州研究の状況にかんしては，鈴木隆史け滿州j研究の現状と課題j (アジア経济研％所 *■アジア経济』1971 

平 4月# ) の手ぎわよい盤迦を参照されたレ、

(2) 「穷呦統制费员会設歐j, _ 郯特務部， 1933年 r满洲労働統制力策』（立案調顏沏第 30編飨1巻)，5-7

K  ... ■
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